






要約：ウィルソン病マス・スクリーニング用キットを希釈操作のない簡便な方法に改良す

ること及び再検時に健常新生児と患児をより明確に区別するため、総セルロプラスミン

(CP)値に占める活性 CP を測定診断する方法を確立することを目的に検討を行った。その

結果、無希釈のものは検量線の直線性、C.V.値共に良好で、希釈する従来の方法とほぼ同

等のものとなった。また、総CP と活性 CP を比較する方法についても、検量線、C.V.値と

もに良好であり、この方法を用いて健常新生児とウィルソン病患者血清につき比較検討し

た結果、健常では、活性 CP/総 CP の値の平均がほぼ 1 であったのに対し、ウィルソン病

患者では、その値が1/3 となり、再検時の有効な診断手段となる可能性が示唆された。


